
「防災まちあるき」  レポート    防災士 関町佳寛 

相変わらず自然災害は想定外を繰り返し大災害となっているが想定内であっても準備対

策が出来ていなければ災害となり時には大災害となる。 

「防災まちあるき」は地域コミュニティの活性化と災害に強い地域防災力の強化のための

防災減災対策になる。 

この活動は地域住民に災害時に地域の危険・不安な場所や災害時に役立つ施設・場

所を知ってもらい、地域で出来ることから改善対策をすすめ、地域で出来ない事であって

も注意や不安がある場所を知る事は災害時に役立ち自助・共助とる。 

八王子市の地域防災計画では「他人を助ける事の出来る市民の地域における助け合い

によって自分たちのまちは自分たちで守る」という共助を宣言している 

 

11月3日の休日に八王子市片倉台自治会自主防災隊の「防災まちあるき」が実施さ

れた。まち歩きは地域防災の情報源 、地域の実態を見て知る為の活動である。 

片倉台自治会（山本会長）は1970年に開発が始まった戸建住宅団地で現在は

1600世帯（戸建）4200人の大所帯で高齢化率は４０％になる。地域は南北2

ｋｍ・高低差は66m（海抜109ｍ～176ｍ）もある丘陵地であるが場所により急階

段や崖・小高い丘がある。地域内には避難所・避難場所となる市立片倉台小・都立片

倉高校があり広域避難場所として東京工科大が隣接する。施設は幼稚園・内科医院・

歯科医院・整骨院・郵便局・薬局・酒屋・クリーング店・理髪店・美容院・花屋・塾・リフォ

ーム店・流通業者などがあるが飲食・食料品店・スーパーマーケットなどはなく隣接町会の

店を利用しているように災害時の弱点が見えてくる。 

 

片倉台地域は丘陵地であるため地盤が固く地震災害に対して都内 5133 町での順位

は倒壊危険度4311 位 ・火災危険度4528 位 ・総合危険度4444 位で危険度ラ

ンクではすべて低く１である。（東京都都市整備局 25年9月） 

東日本大震災では震度5弱のこの片倉台では数軒で瓦の落下と、小学校の体育館の



基礎コンクリートにはヒビが入った程度であった。しかしその後フィリッピン海プレートの上面

深度が従来より10km程度浅いという知見により東京都防災会議（24年4月発表）

資料では首都直下地震の多摩直下地震（プレート境界多摩地震M7.3 ）の震度は

最悪一部は７となり市の広範囲が6弱～6強となり八王子市では多摩直下地震M7.3

を市の想定地震とした。 

（想定地震：防災・減災対策の対象とする地震 2013・１２・１９中央防災会議）

今後 30 年間の発生確率は総合的に 70%と想定され、片倉台地区の想定震度は 6

弱となる、自治会調査により昭和 56 年以前の家屋が現時点でも半数近くあり倒壊・半

壊・損傷の恐れが増し地域の自助・共助が他人ごとではなく自分事としての対応が急務

となっている。 

自治会では以前の特別組織の自主防を自治会主体の組織にして自治会全役員・班

長・ブロック長が自主防隊員となり防災避難訓練・スタンドパイプ操作訓練・普通救命

AED講習会・防災講習会や防災施設・イベントへの派遣・災害時要配慮者支援など活

動の活性化を進めており東京都防災隣組（地域で意欲的な防災活動を行う団体で活

動を広く紹介する事で他の地域の新たな防災活動につなげる 東京都総務局）に認定

されているが当事者外の防災危機意識は不十分で、自治会では「防災まち歩き」を実

施して住民の防災・危機意識を高める為、八王子市にある首都大学東京、日本工学

院八王子専門学校、八王子市役所防災課、片倉台小学校の支援協力により総勢54

人が地域の 9 つの防災公園のうち 5 か所の公園と避難場所・避難所となる小学校の 6

班のコースに分かれて実施された。 

 

専門家及び関係者の支援協力要請 

実施にあたり自治会は半年前からに首都大学東京に協力支援要請を行い都市科学博

士の市古准教授の快諾を得て、事前打ち合わせをと準備作業を進めてきた。更に小学

校と市防災課の協力支援も受け関係者が参加可能な日時を11月3日休日として時

間は9:30～12:00 と決めた。 



開催広報 参加要請PR 

自治会では役員・自主防はもとより災害時の避難場所公園リーダー・班長を主体に一般

にも広報し参加を募り、事前説明会で趣旨を説明し出席参加を募った。 

防災意識がどうしても薄くなる現在の自治会ではこのような事前の PR や説明広報が重

要となる。休日の開催で参加者不足を心配したがこの時点で概略の参加人員が 50 人

ほど把握できた。 

会場準備 

当日の説明・発表会場となる自治会館を数か月前から予定日・予備日を押さえた。 

まち歩きコースの選定 

防災公園 10 ケ所から予定参加人員 50 人前後として 7~8 人/班として 5 か所とし、

市の指定避難場所・避難所と防災備蓄倉庫がある小学校を加えて6か所とした。   

 

当日及び当日までに準備したもの 

会場準備  説明用資料  班別地域資料 支援者紹介リスト 参加者リスト  

会場テーブル席   

用具準備 

首都大学より借用：簡易デジタルカメラ・小型プリンター・付箋・筆記用具など一式 

自治会：地域地図の拡大版A-3・ 吊り下げ用の画板A―3・A―０模造紙・マイク拡

声設置 ・無線機器６セット・ 参加者リスト・ コース名札・ホワイトボード・ 模造紙 ・他 

 

スケジュール 

●まち歩きの説明 9:30~10:00 

●まち歩き開始10:00～11:00会館に戻る 

防災マップ作成11:00～11:40 

全体発表     11:40～12:00各班3分程度 

スタートに先立ち各班の支援者（大学関係者・学生・市職員）の紹介 



注意点： 

●役割分担決定：カメラマン  地図記入者   メモ記入者 

●災害をイメージして歩く 

●空き地 空き家の管理状態チェック 

●防災の視点で歩く 

●危険となる場所・施設・物を撮影 

●役立つ場所・施設・物を撮影 

●撮影写真は各班20枚程度 

●課題をリストにする 

●地域で出来る事を考える 

●記録し記憶に残す 

 

危険な場所・物・施設 

●備蓄倉庫に発電機・ストーブの燃料備蓄がない 

●校舎のガラス飛散防止が不十分 

●歩道の陥没・木の根による出っ張り・ひび割れ 

●公園に車いすで入れない 

●公園内の消防水槽マンホールが雑草に覆われて分からない 

●消火器の期限切れがある 

●高い擁壁・高い階段が心配 

●高い崖に囲まれた公園は心配 

●無線機のテストがうまくできなかった 

●市の備蓄品に灯油・ガソリンの備蓄がないので機器が使用できない 

●市の備蓄品に女性用品・乳幼児用品がない 

●校舎のガラス飛散防止が不十分 

●擁壁上にブロック塀がある 



●ブロック上に植木鉢がある 

●空き地の雑草 

●電柱のトランスの落下が心配 

●消火栓位置が自治会地図と異なっている1か所 

●指定避難公園の割り振りが不十分 小さな公園では満杯になってしまう 

●公園の備蓄倉庫の暗証番号が分からない 

●公園の備蓄倉庫の詳細が分からない 

●歩道上への植木・ゴミのはみだしが放置されている 

●一部擁壁の破損落下の形跡がある 

 

良い点 

●学校のプール水を生活用水に使用できる 

●学校のプールには濾過施設があり災害時には飲料水となる 

●地域内に内科・歯科・整骨院・郵便局がある 

●避難所は耐震補強済み 

●プールの隣にトイレがあり断水時でも利用できる 

●空き家が多い 

●道幅が広く、公園もきれいで災害時に安心感がある 

●ヤブの中に水源があるのが分かった。災害時の生活用水 

 

疑問質問 

●マンホールの開け方が分からない 

●消火栓 消火水槽 の水は飲めるのか 

●消火器の耐用年数は 

●ペットの取り扱い 

●簡易トイレの備蓄を充実してほしい 



●備蓄品の配布基準は 

 

尚このまち歩きの大学の詳細は来年2月頃自治会にて紹介発表予定 

 

支援・協力者： 

首都大学 都市システム科学域  准教授  市古太郎   

首都大学大学院  都市基盤環境学域  准教授  小田義也 

首都大学大学院都 都市システム科学域  リサーチアシスタント 平木 繁   

首都大学 学生3名 

日本工学院八王子専門学校 建築学科 科長 上田 耕作 

八王子市役所防災課  野口庄司課長 

片倉台小学校長    山元敏子校長 

 

その他 参考用 

地域防災マップとは！！ 地域防災の情報源 地域の実態を知る 

●災害時に地域で役立つもの、危険なものを地域住民が主体で書き込み作る地図 

●地域の避難所・避難場所・危険な場所・役立つ店や施設 

●災害時に役立つものはここにあります 備蓄倉庫  

●自主防や自治会役員が知っていれば良いわけではない 

●防災や避難生活で力になってくれる人のいる場所を知る 

●ハザードマップとの違い ： 地域の危険な箇所を書き込んだ地図 

●地域住民が地域内の防災情報を共有し、災害時に慌てず冷静に素早く適切な対応

ができるように備える事が大切 

 


